「うあぁぢぃ……」

　あまりの暑さに寝苦しくなり、俺は目が覚めた。

　時計を見ると七時半。

　この時間で、なんでこんなに暑いんだよ。思わず、熱いんだよって書きたくなるくらいの暑さだ。

　地球温暖化が進んでいるとはいえ、これは異常だろ。異常。

「し～んちゃ～ん！」

　ばたんっと音を立てて、より暑苦しいやつが俺の部屋の中へと乱入してきた。

　こいつのせいで、この部屋の温度がさらに三度ほど上昇した気がする。

「勝手に入ってくるなって言ってるだろ！」

「まあまあ、細かいことは気にしないで」

　全然細かくはないのだが、そんなことを言ってもこの女が言うことを聞くわけもなく、俺はただただ溜息を漏らすしかない。

「しんちゃん。溜息なんてついちゃって、疲れてるの？」

「誰のせいだよ」

「え～と、この暑さのせい？」

　本気でそう思ってそうな顔をする里美に、もう一度溜息をついてしまう。

　いや、まあ、暑いからって言うのも理由の一つではあるんだけどね。

「そんなしんちゃんに、里美からの愛のプレゼント！」
「いらん」

「即答しないでってば！」
　するだろ、普通。

「そんなこと言うと、このジュースあげないよ」

「なぬっ！？それを早く言え！」

　里美の手にあるのは、氷が何個も入ったオレンジジュースと思われる液体が入ったコップ。

　確か、この間姉さんがオレンジジュースのペットボトルのやつを買ってきていたから、それだろう。

「お前にしては、気が利くじゃないか。この暑さで、寝起きだからすっげぇ喉乾いてたんだ」

　里美の手にあるそれを取ろうとして―――里美はひょいっと俺の手をかわした。

「なっ！？」
「しんちゃん。飲むならその前に、里美のお願いをき・い・て」
「ヤダ」

　不気味に微笑む里美の手から、ジュースの入ったコップを奪取。

「ああ！？」
「いっただっきま～す。ごきゅ、ごきゅ、ごきゅ」

　渇いた喉を、冷たい液体が通っていく感覚が心地良く、俺は最後まで気付かなかった。

「……あ、れ……なんか、目がまわ……」

　ジュースを奪われた里美が、不敵な笑みを浮かべていることに―――

　……そうして、俺は意識を失った。

　目を開けると、そこは見慣れた天井だ。

　そう、見慣れた天井……なのに、妙な寒気がする。嫌な予感が全身を襲っている。
　いったい、どうして……？

「う……ん…」

「びくぅっ！？」

　俺の他に、誰かベッドで寝てやがる！？

　しかもこの質量……なんで今まで気付かなかった？

　いや、気付きたくなかったんだ！

　だって、だって、隣に寝ているのは―――

「しんちゃん……むにゃむにゃ……」

「なんでこいつが俺の隣で寝てるんだああああああああああああああああああああああ！！！」

　頭を抱えて叫ぶ。そして、そこで新たな事実に気付いた。

　俺は裸なのだ。全裸なのだ。スッポンポンなのだ。パンツすら履いていないのだ！！

　チラッと横を見ると、里美もどうやら俺と同じみたいで……

　なんですかなんですかなんなんですか！！？

「しんちゃん……子どもでサッカーチーム作ろうね……」

　隣の里美は、なんで潤った顔でこんな寝言をほざいてるんですか！？

　悪夢ですかそうですよねそうだと言って下さいお願いします！

　神様、仏様、アラー様、ガネーシャ様、誰でも良いから時間を戻してください。戻してくれるなら、誰よりも信心深い信者になりますから！

　この際悪魔のルシファーでも良いから助けてください。ヘルプミィプリィィズ！！
「ウフフッ、しんちゃん……幸せになろうね……」
「いやあああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！」

　リンゴーン　リンゴーン　リンゴーン

　祝福の鐘……俺にとっては死刑宣告の鐘が鳴り響く。

　今日は、俺の人生の中で最も最悪の日。

　そう、今日俺は人生の墓場に入る。
「うふふ、旦那様」

　俺の嫁になる物体が、最高の笑みを浮かべて俺の肘に腕を回してくる。

　あのふっとい体は、さらに一回り大きくなっていて、あの中に俺の子どもがいることをいやでも思い出させてくれる。

　ああ、教会の周りの小鳥の声さえ、俺を哀れんでいるようにしか聞こえない。

「ああ……なんで、こんなことに……」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バッドエンド

